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富山大学 和漢医薬学総合研究所との共同研究の研究成果が、 

米国科学誌 Phytochemistryに掲載されました 

 

 

株式会社 AFC-HD アムスライフサイエンス（本社：静岡県静岡市、会長：淺山雄彦）

のグループ会社である株式会社日本予防医学研究所（本社：静岡県静岡市、会長：浅山   

忠彦）は、富山大学 和漢医薬学総合研究所の森田洋行教授らの研究グループとの共同  

研究において、ベトナム産ショウガ科植物に抗炎症活性がある可能性が高いことを、  

初めて科学的に示しましたので、お知らせいたします。 

なお、この研究成果は米国科学誌 Phytochemistryに掲載されました。 

 

株式会社日本予防医学研究所は、富山大学 和漢医薬学総合研究所の森田洋行教授らの

研究グループとの共同研究により、ベトナム産ショウガ科植物 Kaempferia marginataの根の

有機溶媒抽出液に、炎症モデル細胞の一酸化窒素の産生を抑制する活性があること、  

そしてその抽出液にはピマラン型ジテルペノイドに分類される化合物が多数含まれ、その

多くに炎症モデル細胞の一酸化窒素の産生を抑制する活性があることを明らかに   

しました。 

本植物の根は、ベトナムでは魚料理のスパイスとして広く用いられると同時に、その 

アルコール抽出液は、筋肉痛・腰痛といった炎症を伴う痛みの緩和の目的で伝統的に使用

されてきましたが、炎症改善に関する科学的解析はなされていませんでした。細胞内に 

おける一酸化窒素の産生は、炎症の一つの指標であり、その産生を抑制することは炎症の

緩和に繋がります。 

 このことから、今回の研究成果は本植物の根に抗炎症活性がある可能性が高いことを 

科学的に初めて示したことになります。今回、本植物に抗炎症活性がある可能性が   

高まったことにより、本植物の根の機能性食品や化粧品などへの応用が期待されます。 
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